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キプロス国電気通信公社クロスバ式国際交換機.
AutomaticlnternationalTeIephone Exchange for CYPruS

Telecommunications Authority

日立製作所はキプロス国の電気通信公社にC82KH形クロスバ式国際‾交穐機を納

人Lた｡本機は昭和50年6りからサ【ビスを開始し,現在順調に稼動しており,好

評を博している｡この交換機の導入によr),キプロス国のすべての加入者から世界

ダイヤル即時接続が可能となった｡

一般にはぼ同単位に設置されている国際交換機は,全世界電話交換網の構成要素

であるため,この交換網に支障なく適合させるためには,全世界統一仕様である国

際電信電話諮問委貝会の勧告を遵守しなければならない｡/卜回納入された交挽機は

この勧告にfナ致している｡

本稿はキプロス田納入品を含めた標)隼C82KH形クロスバ式回際‾交掩機の概要,

接続動作,特長などについて述べる｡

n 緒 言

日立製作所はキプロス匡l電気通イ言公社のニコシア局に,

C82KH形クロスバ式国際交摸機を納人した｡納人後,工事

は迅速に行なわれ,昭和50年6月にニコシア～ロンドン閉の

サーービスを開始したのを皮切りに,以後続々と他同との問に

もサービスを開始し,現在良好な成績で稼動中である｡

キプロス凹はこの変換機の導入により,阿際日動発仁‡及び

自動着イ言接続が完全に可能となり,同出のすべての加入者は

ダイヤルにより即時に木‖千国の加人者と接続ができるように
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CTl(第1階てい国際交換機)

CT2(第2階てい国際交換機)

CT3(第3階てい国際交換機)

CTX(CTトCT3のどれでも可)

仮想最終選択ルート

実際最終選択回線群

高使用回線群

図l 国際回線網の構成の一例 図は国際回線網の実際の構成の一例

を示す｡(C.C.l.T.T.Green Bookより引用)
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なるとともに,札卜千国の加入者からも直接ダイヤルによりキ

プロス国の力‖入荷に接続ができるようになった｡

C82KH形クロスバ式国際交根機は,国際電イ話電話諮問委

員会(以‾F＼CCITTと略す)の勧告に合致した標準形の同際

電…講交換機とLて設計,製造されたので,国際交根網との和

布接続条件は完全に折り込まれており,したがって/午後,他

のr]三lに設置される場でトには,その何の河内綱との和布接続条

件をキ雇するだけでよく,どの同にう詩人されても極めてスム

ーーズに設置できることをねらいとしている｡

今回,キプロス国納入のC82KH形クロスバ式巨‖祭交抱懐

には,国l祭回線用イ言号方式として,CCITT勧告のNo.5,

No.4,R2,No.1〔リングダウン(RD)〕信甘方式,国内

凶練絹に上i本電信電話公什標準の多同波(MF)イ.言号方式と5

椎煩の仁i号方土七が仙川された｡

二C7)C82KH形クロスバ式国際交椎機は,‾交二晩機本体のほ

かに,保守センター用装置,料金精算用装置,無ひも∫℃中継

台より構戌されており,前述した国際自動発着信接続のはか,

中継汽扱い者よりの呼を才及う国際半自動発着信接縦:,異なる

2国間の国際交抱機の間の接続を行なう国際日動中継接続機

能をイ構えている〔)このほかに,No.1イ言サブ了J℃回線も交拘機

本体を介して無ひも中継台に収布きれており,手動接続サーー

ビスもオナなわれている｡

無ひも中継台は,特に顧客より取･扱いが容易であるという

∴■､-二で好評を博している｡

臣I C82KH形クロスバ式国際交換機の概+要

2.1 適用階てい

交粍断てい__LはCTl,CT2,CT3のいずれにも適用で

き,次の接続を扱うことができる｡

(1)川際自動発篇†言接続

(2)国際半自動党名信接続

(3)凹際日動中継接続

(4)手動接続

図`一に国際回線網構成の一例を示す｡

汝

キプロス屯乞‾も過信公社
**

日立製作巾過f.一言機事業部
***

日立製作所トり家工場
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2.2 適用容量

C82KH形クロスバ式国際交換機のトラフィック容量は,

1フレーム当たり94アーラン,1ユニット最大20フレーム,

1,880アーランである｡スイッチ フレーム上の収容可能端子

数は入端子数最大6,000,出端子数最大6,000である｡

キプロス国納入品は3フレームで構成されている｡

2.3 番号方式

番号方式は全世界交換網に適合するように構成されている｡

例えば,国際自動発信する場合,各加入者は次のようにダ

イヤルする｡

国際プレフィックス(キプロス国では｢00+)＋相手国の国

番号(1-3けた)＋相手国の国内番号,相手国の国番号＋相

手国の国内番号のけた数はCCITTの勧告によれば,現行貴

大12けたとなっているが,本交換機は将来のけた数の増加を

考慮して最大15けたまで扱えるようになっている｡

表1に番号ブナ式をまとめて示す｡

2.4 ルーティング

CCITTの勧告によれば,国際通信網は,CTl,CT2,

CT3のド皆てい及び区域を設けた星形通信網を基本とし,こ

れに斜回線を加えた網を瞭則とすることになっているが,実

際の回際通信網は,高価な国際回線を有効に使用するため複

雑な綱構成となっていることが多い｡例えば,ある国際交換

表l 番号方式 表は各呼種別のダイヤル方法と国際回線への送出情報を示す｡

呼 種 別
加入者(又は扱い者)

のダイヤル

国際回線への送出情報

No.4 信 号 No,5 信 号
備 考

R2信号

半自動呼(加入者への着信)

国際交換機./望漂機/‥/

′■-′--●王

中忘′台■ヾ手国

国際呼送出開始符号(KP2)(8)

＋

国番号(△～△△△)

十

(言語識別符号(L))(4)(5)

＋

国内番号(×××…×)

(1)

国番号(△～△△△)(3)

＋

(言語識別符号(L))(5)

＋

国内番号(×××‥･×)

着信表示(KPl),

又は中継表示(KP2) 呂幣栗要語まト14,(2)1●賢覧芸警芸､書芸買j三ま
＋ ＋ 2.着信呼では中継呼表示符

国番号(△､△△△)(3) 国番号(△～△△△)(3) 号は送出されない｡

十 十 3･着信呼では国番号は送出

(言語識別符号(L))(5) (言語識別符号(+))(5) されない｡

＋ ＋ 4･言語識別符号をダイヤル

国内番号(×××=･×) 国内番号(×××=･×) するシステム,又はダイ

＋ 十 ＋ 十 ヤルLないで交換横より

送出完了符号(ST) コード15(C15) 送出完了符号(ST) コード15(C15)(6)
自動的に送出するシステ

ムのどちらでも可能であ

半自動呼(着信,待時,案内
又は特殊サービス扱い者へ

の着信)

/

国際呼送出開始符号(KP2)(8)

十

国番号(△､△△△)

(11

国書号(△～△△△)(3)

着信表示(KPl),

る｡

中継呼表示符号 5.言語識別符号の構成は下

又は中継表示(KP2) (ト11,ト12又はⅠ-14)(2〉 記のとおりである｡
＋

国番号(△～△△.△)(3)

国番号(よ△△△)(3)言…言:三芸雷

(言語識別符去L))(5)11)竺冒言警三豊る0

(又{訂滋三主,,又は‡…三≡芋イツ≡

十 ＋ ＋

′′■■l′･●■

､ヾ手国

自動呼(加入者への着信)

′/
l･･†-…■王

ヾ手国

言朝会呼

/

言去､左≡､､､…､譲､:

(言語識別符号(L))(4)(5) (言語識別符号(L))(5) (言語識別符号(L))(5)
＋

十 ＋

コード11(Cll) コード11(Cll) コード11(Cll)
(又はコード12(C12),又は (又はコード12(C12),又は (又はコード12(C12),又は
特殊番号) 特殊番号) 特殊番号) 特殊番号) (4)=ロシア語

十 ＋ 十 ＋(5)=スペイン語

コード15(C15)(6)(6)予備,ただしNo.5

(7)琵嘉歪蓋詣筑
中継呼表示符号(ト11,Ⅰ-12(8)ある｡

送出完了符号(ST)

国際呼識別符号(00)

＋

国番号(△～△△△)

十

国内番号(×××･･･×)

国際呼送出開始符号(KP2)(8)

十

国番号(△～△△△)

十

試験番号(×××)

lコード15(C15)

り

国番号(△～△△△)(3)

十

自動呼識別符号(0)

十

国内番号(×××…×)

十

コード15(C15)

(7)

試験呼識別符号(コード13)

十

試験番号(×××)

送出完了符号(ST)

着信表示(KPl),又は中継表

示(KP2) 又はⅠ-14)(2) 6.R2信号方式でのコード
十

国番号(△～△△△)(3〉

＋

自動呼識別符号(0)

＋

国内番号(×××…×)

＋

送出完了符号(ST)

着信表示(KPl)

,十

試験呼識別符号(7)

＋

試験番号(×××)

＋

国番号(△～△△△)芸芸雷雲デれた場合だけ
自動呼識別符呈(0)7･警官言霊≡号デイン信号＋

国内番号(×××…×)乱国際呼を発信するときに
は,最初に国際呼送出開

始符号用ボタン(KP2)を

押し,続いて所定のダイ

ヤルを行なう｡

一方,自国内呼を発信す

るときには,この表には

記載してないが,最初に

国内呼送出開始符号用ボ

タン(KPl)を押し,続い

試験呼識別符号(コード13)て自国内の番号をダイヤ

＋ルするD二の場合･上記

試験番号(×××)のKPl･KP2とNo･5信号

十方式の着信呼･中継呼表

コード15(C15)(6)示用のKPl･KP2とは異
なる｡

＋ ＋ 十

送出完了符号(ST) コード15(C15) 送出完了符号(ST)

注:この交換機の最大取扱いけた数は,国番号と国内番号とを合わせて15けたである｡
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機の下位にどの国際交換機が所属するのか網構成上明確でな

いことが多い｡したがって,う回順位も遠近回転法から外れ

ることが多い｡この交換機はこのような実際の交換網に適介

できるように考慮されている｡

2.5 伝送上の配慮

この交換機は,CCITTの勧告に合致した奴等引乱+_L装置及

び空き終端機能,その他パッド コントローール機能など,伝送

上必要な装置や機能を備えている｡

更に,交枚点におけるt∠ミ送レベル,通話路の伝送特性,各

種ライン信号装置やレジスタ信号装置の送′受信レベルなども

すべてCCITTの勧告に従うとともに,信号装置や通話路の

レ〈こルは調整可能となっている｡

2.6 課金方式及び料金精算方式

キ70ロス国際交換機の各加入者への課金方式は,発信加入

者が収容されている交換機でメータ パルスを受イ言して各加

入者度数計に登算する方式である｡

環問と夜間とで料金を変える場(ナに備えて,5柊頬の切替

時間′帯が準備されておI)(例えば､A時間帯は19時～7時の

間が夜間レ椚ト,B時間帯は20時～7暗が夜間レートなど),

着信対地ごとに適切な切替時間帯を選んで設定Lておくと,

自動的に切り替わるようになっている｡

このほかに,回間で料金精算を行なうためのデ【タを得る

No.5BWT

LT

国際回線より(へ)

国際回線より〔__几ニT一止ご

国際回線よ｡(へ)_皿
しMI

CT

CBD

BDTS

TU

国内回線より

POS OPT

LI

BDL

BDT

SWF

キプロス国電気通信公社クロスバ式国際交換機 669

ために,さん孔機により紙テープに情報をパンチアウトする

装置が設備された｡この装置を料金精算装置(オキュパンシ

ーメⅥタ,以下,OCCと略す)と称する｡これは自動料金計

算装置(CAMA装置)と頬似の装置であり,各呼ごとにトラ

ンク番号,対地番号,発信時刻,応答時亥Ij及び終話時刻を出

力するようになっておr),出力テープを電子計算機にかけれ

ば使用料金が集計される｡

2.7 信号方式

キプロス国の国際交換機で使用された信号方式は,国際回

線用にはCCITT勧告のNo.5,No.4,R2及びNo.1信号

方式,国内用には日本電信電話公社標準の多周波(MF)信号

方式である｡上記のほかに,ニの国際交換機には,必要に応

じてNo.5bis信号方式も導入できる｡

国際自動中継接続では,任意の入回線から任意の出回線へ

の接続をすべて可能とする必要があるため,任意の信号方式

から任意の信号■方式への変換をすべて可能とした｡

2.8 中継方式

キプロス国納入のC82KH形クロスバ式国際交換機の中継

方式図及び装置略号を図2に示す｡

2.9 保守センター

キプロス国際交換機は機械室と隣接して保守センターがあ

り,保守関係の装置が集中設置きれている｡

No-40GT

-て...

R20GT

一■■■､

封

ー①④ノ
MTF TSTT

+‾

RSL

+POGT

ぜ

ROT

MFRS

RSC

R20S

R2RS No.4RS 帖5RS

｡｡M買‡

No.40S No.50S

TNI OCC

｡ござ.‡｡F｡...1

,二言‡

〕国際回線へ
国内回線へ

LT

図2 キプロス国納入C82KH形クロスバ式国際交換機中継方式図 匡=まキプロス国納入C82KH形

クロスバ式国際交換イ集中継方式図と装置の略号を示す｡

略 語 名 称

MKR マ
ー カ

DCR デ コ
ー ダ

TしR トランスレータ

DC デコーダコネクタ

MC マーカコネクタ

TC トランスレータ コネクタ

FC フレームコネクタ

TNI トランク番号抽出装置

OCC 料金精算用装置

PFR さ ん 孔 横

+T 回線試験弾器

SWF 王 フ レ
ー ム

No.5BWT ND,5両方向トランク

No.4ICT No.4入トランク

R2ICT R2入トランク

RDBWT リングダウン両方向トランク

LMICT LM入トランク

No.40GT No.4出トランク

R20GT R2出トランク

+POGT +P出トランク

ROT リオーダトランク

CBD 無 ひ も 台

POS 座 席 装 置

OPT 扱い者トランク

BDL 台リ ン ク

BDT 台ト ラ ンク

LIE ランプ表示装置

BDTSTU 台試験装置

MTF 集中試験架

TSTT 試験トランク

RS+ レジスタセンダリンク

MFRS MFレジスタセンダ

R2RS R2レジスタセンダ

仙4RS No.4レジスタセンダ

No,5RS No.5レジスタセンダ

RSC レジスタセンダコネクタ

R20S R2出センダ

No.40S No.4出センダ

No.50S No.5出センダ
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表2 試験トランクの機能概要 この表は試験トランク種別と各々のトランクの機能の概要を示す｡

試験トランク捕捉番号 機 能 概 要

10 0
前任から試験番号100で捕捉された後,約川秒間呼出音を送出し･自動的に応答信号を返えす｡その後,前任からA,B

線に測定書を受信し,D,E緑で漏話を測定する｡

10l
本トランクは発着両用で前任から試験番号■0■で捕捉された後,後任を試験番号■0×で捕捉できる｡二れにより前任局,

あるいは後任局と通話ができる｡また,回線損失などの測定も行なうことができる｡

10 2
前任から試験番号182で捕捉された後･鰍0秒間呼出昔を送出L自動的に応答信号を返えす｡引き続いて約30～40秒間-

定レベルの800Hz又はl′000=z信号を送出すことにより,前任で回線損失が測定できる｡

10 3
前任から試験番号103で捕捉された後･紺0秒間呼出書を送出L自動的に応答信号を返えす｡前任からフォワードトラン

スファ信号を受信すれば,確認信号として話中音を返送する｡

10 4
前任から試験番号川4で捕捉され,両方向での回線損失の測定と片方向の雑音の測定ができる｡また,後任を試験番号

川×で捕･捉できる｡

この交換機の試験方式は,局内試験及び局外試験とも集中

試験方式であり,保守センター内に集中設置された試験装置

を操作して試験を行なう方式である｡

回線試験及び局内試験のために,回線捕捉点とスイッチ捕

捉点を持ち,ここから回線や交換装置を捕捉し試験が行なわ

れる｡

このほかに,各種試験のために相手匝†から特殊番号により

捕捉される試験トランクが設けられている｡表2に試験トラ

ンクの機能の概要を,図3に保守センターの一一部を示す｡

2.10 半自動サービス及び手動サービス

無ひも中継台では次のようなサービスを扱うことができる｡

(1)即時発信(CLR),(2)待時発信,(3)記録受付,(4)Cll及び

C12呼受付及び必要なら田内への接続,(5)案内,(6)言語補

をニ∴
ゼ

i■■■■-●■■■▲■■●‾

麦藁

､斗

"
叫

去

蝋

蔓..マ『
暇

′肌､灯表

図3 保守センター 図は保守センターの一部を示す｡
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肋,(7)再呼び呼に対する応答,(8)手動区間の呼′受付及び接

続,(9)着信呼の台間転送など｡

無ひも中継台には-一般台と監督台の2種類があり,監督台

根い者は各級い者の在席状態のランプによる確認,各級い者

の通話モニタや数字表示管によるんむ答遅延坪数の把梶及び-･

般台扱い者と同様な受付,接続動作などができる｡

図4に-一般扱者用無ひも中継台(一般台)を示す｡

2.11構 造

C82KH形回際交接機を構成する主要機器は,架高3,505mm,

架幅655～1,104皿mの各種標準架に搭載される｡一便用部品はク

ロスバ スイッチ及びワイヤ スプリングリレーを主体として

いる｡

田 主な接続動作

3.1各種入トランクから各種出トランクへの接続

各稚の入トランク(以下,ICTと略す)-スイッチ フレーム

(以下,SWFと略す)-H_iトランク(以下,OGTと略す)の接

続である｡前位交換機からのレジスタイ言号はICT及びレジス

タ センタリンク(以下,RSLと略す)を介Lてレジスタ セ

ンダ(以下,RSと略す)で′受信され,更に翻訳に必要な数字

がRSよリデコーダ(以‾‾F,DCRと略す)及びトランスレータ

(以下,TLRと略す)に送られる｡TLRで送出信号柱札 送

出数字数などに翻訳された情報は,RSに送られ,RSは必要

なレジスタ信号を送出できる出センダ(以下,OSと略す)を

図4 無ひも中継合 図は一般扱い者用無ひも中継台を示す｡
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区15 0CCを起動する接続 図は料金精算用装置を使用した接続を示

す｡

起動する｡-一一方,TLRでOGT群の位置に番羽訳された情報が

マーーカ(以下,MKRと略す)に送られ,空きOGTが選択され,

ICTとOGT間のSWFが閉成される｡後位交枚機へのレジス

タ信号は.OS-RS-RSL一ICT-SWF-OGT一山回線♂)

経路でOSより送出される｡ICT及びOGTはライン信号(起

動,応答,終話,手引日などのイ吉号)を監視し,通話路の保持,

手短旧などの動作を行なう｡

3.2 0CCを起動する接続(図5)

3.1の接続が国際自動発信接続の場合,すなわちキプロス

国内の加入者から発信し,国際回線に接続する場合はl刃間の

料金精算情報を得なければならない｡これは紙テ【プさん孔

機によI)紙テープに出ブJされる｡情報は初期エントリ,応答

エントリ,及び終話エントリの3種類力了あー),作意呼が接続

されると,発信時,応答時,終至論時に上記それぞれのエント

リ出力が得られる｡この場fナは,3.1の接続に更にJ欠の動作が

加わる｡

MKRがOGTを選択するとトランク番号抽出装置(以【F,TNI

と略す)が起動される｡TNIにより紙テープにさん孔されるべ

きOGTの番号が抽汁iされる｡TNIはOCCを起動し,OCCは

航テープさん孔機を起動する｡紙テープさん孔機からは初期

エントリ情報として,出トランク番号,発イ言時刻及び対地番号

が得られる｡ICT【SWF-OGTの通話路が開成された後,

OGTが応答†言号を√受信すると,OGTはOCCを起動L,≠続いて

OCCは紙テ”プさん孔機を起動する｡紙テープには出トラン

ク番号,応答時刻がさん孔される｡これが応答エントリである｡

OGTが終話信号を受信すると,OCCを起動し,終訪エン

トリとして紙テープさん孔機により,出トランク番号,終話

臥搾りが出力される｡

3.3 中継台を経由する即時接続(図6)

ICT-SWF一台トランク(以下,BDTと略す)の接続は3.1

の接続と同様である｡BDTに呼が着信すると,中継台の着信

表示ランプが呼種別に点燈する｡扱い者がその呼種に対応す

るわむ答電けんを操作すると,BDT【台リンク(以下,BDLと

CBD BDL
OPT BDT

ICT

RSL

RS

RSC

OS

OGT

SWF

MKR

DCR

TLR

図6 中継台を経由する即時接続 図は無ひも式中継台を経由Lた即

時接兼売を示す｡

略す)一根し-者トランク(以下,OPTと略す)【無ひも中継子i

が接続され,したがって､ICTと無ひも中継台が接続され,

通話路が完成する｡

描い老は党呼者の要求を聞いた後KPl(又はKP2)ボタン

を押すと,BDTはRSLを介してRSを起動する｡RSからは

起動完了イ言号が返送され,台にランプ表ホされる｡扱い者は被

呼者番号を数乍ボタン推作によリRSへ送出する｡以後3.1と

同様の動作により,BDT-SWF-OGT間の通話路が開成さ

れる｡OGTから被呼者まで接続され,応答信一号が返ってくる

と台にランプ表示される｡招い者は電けん操作により,先に接

続折みで保留中の発呼老といま嶺結した被呼者とを接続する｡

このときの通話路は発呼者‥…･ICT-SWF-BDT-SWF-

OGT…･‥被呼者となる｡扱い者は必要なら時数計を起動し,

過言方略問を計る｡

拙い老の電けん操作により,発呼側分割(発呼者と扱い者の

∴者通話),被咋側分割(披呼老と扱い者の∴者通話),発呼

者･被呼薪･扱い者の三者通話,発呼者と被呼者の二者通話

及び聴話が可能である｡

3.4 中継台を経由する待時接続(図7)

拭い者が′受付記録カードの記載内容に従って両加入者を呼

び出し,両加入者を接続する動作である｡この接続は3.3で

述べた即時接続のうち,無ひも中継台よりの発信接続だけを

2回練り返し向加入者を呼び出した後,電けん操作により両

加入者を接続するものである｡

【】 C82KH形国際交換機の特長

主な特長をフ欠に述べる｡

4.1接続･制御関係

(1)完全共通制御方式である｡

f‾[意の入線と任意の出線の間の4段リンクは,マ椚カによ

り同時に閉成される｡

(2)任意の入線はどの出線にも接続できる｡

(3)国際中継接続が吋能である｡
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図7 中継台を経由する待時接続 図は無ひも中継台を経由Lた待時

接続を示す｡

国際中継接続に際しては,異なる国際信号方式間の変換を

完全に行なうとともに,特定人線群から特定対地へ向かう呼

の規制が可能である｡

(4)トランスレ【タにはリング コイルを佗用しているので,

ジャンパ変更,追加作業が容易である｡

(5)トランスレータの翻訳数字数

言語数字1けたを含め,1～6けた可能である｡

4.2 通話路関係

(1)反響阻止装置

キプロス国には反響阻止装置も納入した｡各トランクより

反響阻止装置にその着脱指示を送出する｡

(2)CCITTの勧告どおり,下記タイミングを導入し,タイ

ムアウト後,接続を強制切断する機能を備えている｡

(a)発信国における被呼者不応答監視タイミング(2～4分)

(b)発信国における被呼者先掛け後の強制切断(1～2分)

(C)着信国における被呼者先掛け後の強制切断(2～3分)

ヰ.3 RS関係

(1)取扱数字けた数

RS及びOSの取扱い数字けた数は,自動,半自動とも,国

番号十国内番号の合計で最大15けたであるため,将来の余裕

が十分ある｡

(2)多種類の信号方式を採用可能である｡

RS及びOSを併置し,受信機能はRSで,送出機能のほと

んどをOSに分指させることにより,経済的に多種類のレジ

スタ信号を取り扱える｡今回キプロス国では,CCITT勧告

のNo･5,No.4,R2信号方式及び日本電信電話公社標準の

多周波(MF)信号方式のレジスタ信号を才采用したが,今後必

要ならば,それぞれの信号用のRS及びOSを追加することに

より,容易に他の信号を取り扱えるようにすることができる｡

4.4 試験及び保守関係

(1)送出及び受信数字をチェックするための数字表示管集中

試験架には,試験呼接続時で自局より送出すべき数字の表示

及び相手局よりの受信数字を表示するための数字表示管が付

68

いている｡これにより送出及び受信数字が正しいか否かのチ

ェックができる｡

(2)No.5,No.4及びR2信号方式の各トランクのライン信

一号のタイムアウト表示

No.5,No/4及びR2信号方式の各トランクで,ライン信

号のタイムアウト表示は,CCITTの勧告に従っている｡更

に,この‾交換機では保守センター内の一個所に集中的にどの

トランクがタイムアウトしたかをランプ表示する｡

4.5無ひも中継台及び台周辺装置関係

(1)無ひも式中継台は万能台で,各種の呼の受付及び取扱し-

が可能である｡各地い者は台に備えられている呼種別電けん

により各自拭う呼種を指定する｡

(2)夜間集中が可能である｡

(3)任意の呼が拙い者を呼び出してから,扱い者が特定時間

(10～20秒)以内に応答しないと台の呼種別の着信表示ランプ

がフラッシュする機能がある｡この場合,扱い者がその呼種

のフラッシュ中のランプ付応答電けんを押すと,その待合せ

中の呼が優先して′受け付けられる｡

(4)同一呼を2台以上が受け付けたり,同一台トランクに2

台以上が同時発信したりしないようになっている｡

(5)汽からの数字送出は押しボタン ダイヤルにより行なわ

れる｡

(6)言語数字を拙い者が押しボタン ダイヤルにより指定挿

入することもできるし,扱い者が挿入せずに交換機内で自動

的に送出するようにもできる｡

(7)監督台には,(3)項の待ち時間10-20秒以上の呼数を呼種

別に計数して数字表示管に表示する機能がある｡これによr)

監督者はサービスニ状態を把梶できる｡

(8)各国際出ルート別にルート会話中を扱い者に表示するた

めの衷ホ盤を交換台室に備えてし､る｡

4.6 料金精算装置関係

(1)祇テープさん孔機は予備機を持ち,次の場合に自動的に

予備のさん孔機に切り替わる｡この場合,アラーム表示を出す｡

(a)常用側の紙テープがなくなった場合

(b)常用側のヒューズが切れた場合

(C)常用側が障害となった場合

8 結 言

以上述べたように,キプロス国電気通信公社に納入された

C82KH形国際交換機は,現在順調に稼動中である｡この交

授機の導入により,キプロス国の仝加入者からダイヤル即時

で主要国の加入者に通話できるようになった効果は大きい｡

今後更に,必要な機能があれば折り込み,取扱いの答易性

といっそうの経済化を目標に努力を続けていく考えである｡

終わりに,種々御協力,御托肋をいただし-たキプロス電気

通信公社の各イ立に対し厚く感謝の意を表わす次第である｡

参考文献

1

2

3

4)

5)

6)

Ⅰ.T.U.,"C,C.Ⅰ.T.T.White Book Vol.ⅤⅠ''(1968)

Ⅰ.T.U.,``C.C.Ⅰ.T.T.Green Book Vol.ⅤⅠ”(1972)

Ⅰ･T.U.,"C.C.Ⅰ.T.T.NationalTelepbone Networks for

the Automatic Service,,(1964)

Ⅰ.T.U.,``C.C.Ⅰ.T.T.Instructions for theInternational

Telepbone Service,,(1965)

関根,梶山:｢市外電話伝送+,地人書館(昭38-11)

鈴木:｢電話交換信号方式+,電気通信協会(昭40-8)




